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-県縦断駅伝競争

第37回県縦断駅伝競争は、第 1日自の

11月19日、県下14チームの選手が上田市

内を走りました。中継点の市役所前には、

ときおり冷たし、小雨が降るあいにくの天

気にもかかわらず、大勢の市民がかけつ

け、次の中継点の丸子町へ向けてスター

卜する選手に声援を送っていました(=

写真)。
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粉じんが舞い上がる商庖街(今年 2月)

ま
ち
が
粉
じ
ん
に
苦
し
む
シ
ー
ズ
ン
ガ
目
前
に
や
っ
て
き
ま
し
だ
。
生
活

環
境
を
汚
し
、
健
康
を
お
び
や
か
す
粉
じ
ん
を
一
掃
し
だ
い
|
|
そ
ん
な
市

民
の
願
い
を
も
と
に
進
め
て
き
た
寸
脱
ス
パ
イ
ク
」
運
動
も
着
実
に
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
切
り
替
え
る
ド
ラ
イ
バ
ー

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
「
か
え
っ
て
、
運
革
、ガ
慎
重
に
な
っ
芝
」
と
い
う

声
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
ま
芝
、
こ
ま
め
に
チ
ェ
ー
ン
を
着
脱
し
だ
り
¥
ピ
ン

抜
き
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
一
冬
を
通
す
人
だ
ち
も
見
か
け
ま
す
。

今
後
も
、
粉
じ
ん
が
舞
い
続
け
、
人
々
の
健
康
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
は
子
ど
も
だ
ち
が
最
も
強
い
影
響
を
受
け
る

の
で
す
。
さ
あ
¥
あ
な
だ
自
身
ガ
脱
ス
パ
イ
ク
の
実
践
者
で
す
。



--

最
大
の
被
害
者
は
子
ど
も
た
ち

猛
獣
の
つ
め
の
よ
う
に
路
面
を
ガ

リ
ガ
リ
と
ひ
っ
か
き
、
粉
じ
ん
を
ま

き
散
ら
す
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
。

い
ま

や
、
健
康
を
お
び
や
か
す
元
凶
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

粉
じ
ん
の
人
体
に
与
え
る
影
響
は
、

現
在
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
さ

中
央
交
差
点
で
行
わ
れ
た

「
脱
一

一
ス
パ
イ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」(
今
年
一

一
月
)

れ
て
い
ま
す
が
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

使
用
地
域
の
野
犬
の
肺
を
解
剖
し
た

と
こ
ろ
、
「
肺
が
真
っ
黒
に
変
色
し

て
い
た
」
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
み
る
限
り
、
人
体
へ
の
影
響

も
か
な
り
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
長
い
問
、
た
く
さ
ん
吸
い

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の
要
因
と
な
る
こ
と
も
多
く
の

医
師
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
最
近
、
せ
き
や
目
や
に
が
出
る

な
ど
の
症
状
を
訴
え
る
子
が
い
ま
す
。

一
概
に
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉

じ
ん
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も

た
ち
の
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
し
ょ
う
。
粉
じ
ん
が

健
康
に
い
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
、
国
道
沿
い
に
あ
る
西
小
学
校
の

宮
下
英
世
校
長
。

粉
じ
ん
の
最
大
の
被
害
者
は
、
何

と
い
っ
て
も
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど
も

た
ち
。

ス
パ
イ
ク
が
子
ど
も
た
ち
の

体
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
を
、
わ
た

し
た
ち
大
人
は
も

っ
と
真
剣
に
受
け

と
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
道
沿
い
に
住
む
A
さ
ん
は
、
「
冬

に
な
る
と
、
中
学
生
の
娘
が
の
ど
の

痛
み
を
訴
え
る
」
と
漏
ら
し
て
い
ま

し
た
。

今年はすでに11月初めから稼動していま j

iす。 2月に購入した小型強力清掃車粉
じ
ん
が
舞
い
、
衡
を
汚
す

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
路
面
を
削
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

美
し
い
環
境
を
も
削
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、

道
路
表
示
の
ペ
ン
キ
、
ス
パ
イ
ク
ピ
ン
の
金
属
粉
な
ど
の
粉

じ
ん
は
、
土
な
ど
と
も
混
ざ
り
あ
っ
て
、
風
や
車
の
通
る
た

び
に
舞
い
上
が
り
、
街
を
汚
し
、
大
気
を
汚
染
し
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
る
降
下
ば
い
じ
ん
の
量
を
市
内
の
測
定
結
果
で
み

る
と
、
冬
季
は
他
の
季
節
の
約
十
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

澄
ん
だ
空
気
と
ク
リ
ー
ン
な
街
|
|
市
民
の
だ
れ
で
も
が

望
ん
で
い
る
も
の
。
た
だ
便
利
だ
と
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は

く
前
に
、
こ
の
街
全
体
の
環
境
の
こ
と
、
そ
し
て
い
っ
し
ょ

に
暮
ら
す
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ロ
:
・
ピ
ー
ク
の
と
き
は
、
朝
晩
二
回
、
玄
関

や
廊
下
を
ぞ
う
き
ん
が
け
し
て
い
ま
す
。
掃

除
し
な
い
と
足
の
形
が
く
っ
き
り
出
ま
す
。

ロ
・
・
・
道
路
に
面
し
た
樹
木
が
よ
く
育
ち
ま
せ

ん
。
葉
に
は
黒
っ
ぽ
い
カ
ビ
み
た
い
な
も
の

が
た
ま
る
ん
で
す
。
'

ロ
・
:
サ
ッ
シ
で
な
い
の
で
、
玄
関
の
戸
の
片

側
は
、
ガ
ム
テ
i
プ
で
目
張
り
を
し
て
い
ま

す
。

ロ
:
・
廊
下
の
本
棚
の
本
を
開
い
た
ら
、
ち
ょ

っ
と
ね
っ
と
り
し
た
も
の
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ふ
つ
う
の
は
こ
り
と
違
い
ま
す
。

ロ
・
:
手
の
ひ
ら
が
ひ
び
割
れ
て
く
る
ん
で
す
。

医
者
は
、
の
ど
に
ほ
こ
り
が
た
ま
っ
て
お
き

る
一
種
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
だ
と
・
:
。

ロ
:
・
裏
側
に
あ
る
洗
濯
ぎ
お
は
べ
っ
と
り
。

そ
し
て
、
洗
濯
物
の
し
わ

の
中
に
入
り
込
ん

で
く
る
ん
で
す
。
下
着
な
ん
か
は
因
り
ま
す
o

a---家
を
建
て
て
十
年
で
す
が
、
壁
が
黒
ず

ん
で
き
ま
し
た
。
何
か
油

っ
ぽ
い
感
じ
で
、

掃
除
し
て
も
よ
く
と
れ
ま
せ
ん
。

ロ
:
・
大
型
車
が
通
っ
た
あ
と
は
、
煙
の
よ
う

に
舞
い
上
が
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
も
う
、

ひ
ど
い
も
ん
で
す
。

ロ
:
・
粉
じ
ん
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

冬
に
な
る
と
せ
き
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。

7 広報うえだ 63.12.[3] 



昨
年
(
六
十
二
年
)
の
市
内
で

の
厳
寒
期
ご
月
)
に
お
け
る
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
着
率
は
約
六
O

%
で
、
六
十
一
年
に
比
べ
二
O
%

ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。
雪
が
少
な

か
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
「
脱

ス
パ
イ
ク
」
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
成
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
「
冬
道

は
ス
パ
イ
ク
が
い
ち
ば
ん
」
と
信

じ
込
ん
で
い
る
ド
ラ
イ
バ

ー
が
多

い
よ
う
で
す
。
で
も
、
ス
リ
ッ
プ

事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ス
パ

イ
ク

装
着
車
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
の
性
能
を
過
信
し
た
り
、

冬
道
走
行
に
対
す
る
心
構
え
や
基

本
的
な
知
識
と
技
能
が
不
足
し
て

い
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
あ
れ
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
で
あ
れ
、
ど
ん

な
タ
イ
ヤ
で
も
、
冬
道
を
夏
道
と

同
じ
よ
う
に
走
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
の
は
、
厳
然
た
る
事
実

で
す
。
冬
道
の
危
険
を
理
解
し
、

慎
重
な
運
転
に
徹
す
る
と
い
う
こ

と
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。
し
か

も
恐
れ
ず
、
余
裕
を
も
っ
て
・:
。

安藤茂男さん

(東前山)

全
般
に
性
能
は
い
い

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
は
、
今
年
で
二
年
目
。
乗

り
心
地
は
い
い
し
、
け
つ
こ
う
制
動
力
も
満

足
し
て
い
ま
す
。
事
故
は
、
や
は
り
自
分
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん

な
タ
イ
ヤ
で
も
起
き
る
ん
で
す
。
路
面
の
状

況
に
見
合
っ
た
慎
重
な
運
転
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
雪
の
日
は
家
を
早
く
出
る
な
ど
し
て
、

時
間
に
余
裕
を
も
ち
た
い
で
す
ね
。

藤森静子さん

(材木町)

ブ

レ

ー

キ

は

い

つ

も

「一

、
二
、
三

:・」

やってみます

ノースパイク

凍
り
つ
い
た
原
峠
の
道
は
怖
い
で
す
よ
。
こ
の
冬
は
、

ピ
ン
抜
き
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
試
し
て
み
ま
す
。

4
W

D
車
で
す
し
:
・
。
「
脱
ス

パ
イ
ク
」
は
、
法
規
制
以
前
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

/円、グノ

ヒ乙/jゎ
脱た
スし
ノて た

イち
クも

市
内
な
ら
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
い
け
る
と
思
い

ま
す
。
と
か
く
、
女
性
は
驚
く
と
急
ブ
レ

ー
キ
を
踏
み
が
ち
。

ブ
レ

ー
キ
‘
は
常
に
「
一
、
二
、
一
二
:
・
」
(
ポ
ン
ピ
ン
グ
)
と
心

掛
け
て
い
ま
す
。
雪
の
権
現
坂
(
常
田
こ
も
、
エ
ン
ジ
ン
ブ

レ
ー
キ
と
の
併
用
で
大
丈
夫
で
し
た
。

原峠保養園長

松井正さん

今後も進めます

脱スパイク化

【4J7 

側

所

川

力

業

U

電
営
一
J
d

部
田

m
d

a

h

中
上

劇

‘

粉
じ
ん
公
害
防
止
に
対
す
る
地
域
へ
の

協
力
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
六
十
年
か
ら
、

社
用
車
の
脱
ス
パ
イ
ク
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
九
三
%
が
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
や
ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
に
。
早
め
に
は
き
か

え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
社
員
自
身
、
「
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
を
は
い
て
い
る
ん
だ
」
と
い

う
こ
と
で
、
よ
り
慎
重
な
運
転
を
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

広報うえだ 63.12.

立
て
看
板
で

P
R

上田商業21世紀会長

石森啓一郎さん

商
庖
街
に
と
っ
て
、
粉
じ
ん
問
題
は
や
む
に

や
ま
れ
ず
深
刻
。
商
品
を
庖
頭
に
出
せ
な
い
こ

と
の
打
撃
が
大
き
い
ん
で
す
。
五
つ
の
中
心
商

庖
街
で
構
成
す
る
「
二
十
一
世
紀
会
」
で
は
、

そ
の
対
策
と
し
て
、
「
雪
が
な
け
れ
ば
ス
パ
イ
ク

は
危
険
」
と
い
う
立
て
看
板
八
十
本
を
設
置
。

買
い
物
客
や
ド
ラ
イ
バ

ー
に
訴
え
ま
す
。



な
く
な
り
ま
す
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

こ
の
六
月
、
国
の
公
害
等
調
整
委

員
会
で
、

「ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
製

造
を
六
十
五
年
十
二
月
末
限
り
、
ま

た
販
売
は
六
十
六
年
三
月
末
限
り
で

そ
れ
ぞ
れ
中
止
す
る
」
内
容
の
調
停

が
成
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
庁
長
官
が
九
月
、
「
三

年
を
待
た
ず
に
使
用
禁
止
を
法
制
化
」

す
る
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
四
分
の

一
世
紀
あ

ま
り
続
い
た
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
消

え
て
ゆ
き
、
そ
れ
に
代
わ
る
冬
用
タ

イ
ヤ
と
し
て
、
ス
タ
ッ

ド
レ

ス
タ
イ

ヤ
が
主
流
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
脱
ス
パ
イ
ク
運
動
を
い

っ
そ
う
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
や

県
と
連
係
し
、
道
路
環
境
の
整
備
や

安
全
運
転
指
導
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
公
用
車
に
つ
い
て
も
、
こ
の

冬
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
使
用
制
限

を
設
け
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
原
則

と
し
て
救
急
車
両
の
み
と
し
ま
し
た
。

11月21日、中央公民館で聞かれた市スパイク j

jタイヤ問題対策市民代表者会議。脱スパイクの l

i機運が盛り上がっているなか、関係者約150人が(

;出席し 「クリーン上田」を確認しました

商后街から

。…白い菊が黒くなるので、庖

頭には 出せません。入口近くの

花はときどき洗ったりします。

(生花腐)

。…しょっちゅう、はたきをか

けたり、ふいています。鼻をか

む と 真 っ 黒 に 。 ( 果 物 庖 )

0・・・戸を閉めても、 7-8メー

トル奥まで入ってきます。ひど

いものはクリーニングに出すこ

とも…。(衣料品底)

O…積んである雑誌は皆きん下

のほうから買っていきます。ほ

こりがたまっているのを避ける

んです。(書庖)

。…ビニールで包装して庖頭に

出しますが、それでも入ってき

ます。静電防止剤を入れてふき

掃除をします。(化粧品腐)

0・・・こまめに掃除をしています

が、食卓に並ぶものですので、

大変ですよ。(食料品庖)

。…金製品などはほこりを洗浄

液で落とします。(貴金属鹿)

脱
ス
パ
イ
ク
の
輸
を
広
げ
よ
う

雪
の
少
な

い
上
田
市
。
昨
年
は
、

十
二
月
初
め
の
降
雪
で
一
度
ス
パ
イ

ク
を
は
い
た
ド
ラ
イ
バ

ー
が
、
そ
の

後
そ
の
ま
ま
積
雪
ゼ
ロ
の
路
面
を
削

り
続
け
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
無
神

経
き
が
、
粉
じ
ん
被
害
を
い
っ
そ
う

深
刻
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
道
路
を
削
り
、

人
聞
の
肺
に
異
物
を
た
め
る
|

|
。

一
見
、
何
で
も
な
い
よ
う
な
行
動
が
、

や
が
て
自
ら
の
首
を
し
め
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
子
ど
も

た
ち
ゃ
弱
い
者
へ
大
き
な
影
響
を
及

は
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

安
全
な
車
社
会
、
き
れ
い
な
大
気
、

健
康
な
体
は
、
だ
れ
も
が
願
う
も
の

で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、

「
ス
パ

イ
ク
神
話
」
に
ど

っ
ぷ
り
と

漬
か
り
過
ぎ
、
大
切
な
も
の
を
見
失

っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
き
あ
、

あ
な
た
か
ら
「
脱
ス

パ
イ
ク
」
|
|
市

民
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
最
も
大
き

な
力
と
な
る
の
で
す
。

脱スパイクステッカー。生
活環境課でお渡しします

[5] 7 広報うえだ 63.12.



額 縁務隣接競

上田市功績者に

42人を表彰

十
一
月
二
十
二
日
、
市
役
所
六
階

で
昭
和
六
十
三
年
度
の
上
田
市
功
績

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
四
十
二

人
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
永
野
市
長
が
「
上
田
市

が
東
信
地
方
の
中
核
都
市
と
し
て
発

展
し
て
い
る
の
も
、
皆
様
の
平
素
の

た
ゆ
ま
な
い
ご
努
力
に
よ
る
も
の
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
た
あ
と
、
一
人
ひ
と
り
に

表
彰
状
と
賞
は
い
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
功
績
表
彰
は
、
上
田
市
表
彰

規
則
に
基
づ
い
て
地
方
自
治
、
教
育

文
化
、
社
会
福
祉
、
産
業
経
済
な
ど

各
分
野
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

か
た
が
た
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

(
五
十
音
順

地
方
自
治
関
係
(
六
人
)

マ
滝
津
治
郎
さ
ん
(
中
常
田
、
六

十
歳
)
マ
恒
川

一
治
さ
ん
(
丸
堀
町
、

七
十
八
歳
)
マ

林

康

園

さ

ん

(奈

良
尾
、
六
十
三
歳
)
マ
穂
谷
潔
さ

ん

(
北
大
手
、
六
十
七
歳
)
マ
宮
下

書
子
さ
ん

(上
常
田
、
七
十
歳
)

マ

六
川
信
子
さ
ん
(
鍛
冶
町
、
六
十
八

歳
)教

育
・
文
化
関
係
(
三
人
)

マ
荻
野
久
和
夫
さ
ん
(
丸
堀
町
、

七
十
歳
)
マ
林
正
信
さ
ん

(丸
堀

町
、
七
十
八
歳
)
マ
松
木
重
見
さ
ん

(横
町
、
七
十
歳
)

永野市長から表彰状と賞はいが手渡されました

社
会
関
係
(
一
人
)

マ
柳
楽
真
純
さ
ん

(
諏
訪
部
、
六

十
五
歳
)

産
業
関
係
(
三
二
人
)

マ
飯
田
喜
久
司
さ
ん
(
緑
が
丘
西
、

六
十
歳
)
マ
伊
藤
武
士
さ
ん
(
金
井
、

六
十
七
歳
)
マ
上
原
敏
男
き
ん
(
上

手
、
七
十
三
歳
)
マ

上
原
宗
雄
さ
ん

(
下
郷
、
六
十
六
歳
)
マ
大
井
格
夫

さ
ん
(
神
畑
、
七
十
六
歳
)
マ
金
井

武
一
さ
ん
(
北
常
田
、
六
十
四
歳
)

マ
小
出
時
春
き
ん
(
三
好
町
、
八
十

一
歳
)
マ
小
嶋
栄
三
さ
ん
(
下
常
田
、

六
十
三
歳

)
マ

小
竹
松
二
さ
ん
(
分

去
、
七
十
四
歳
)
マ
小
林
宗
四
郎
さ

ん
(
馬
場
町
、
七
十
六
歳
)
マ
清
水

栄
治
さ
ん
(
横
町
、
六
十
三
歳
)
マ

鈴
木
幸
吉
さ
ん
(
長
島
、
七
十
四
歳
)

マ
故
鈴
木
由
忠
さ
ん
(
下
房
山
、

七
十
八
歳
)

マ
滝

津

清

き

ん

(

上

川
原
柳
町
、
六
十
二
歳
)
マ
竹
内
輝

雄
さ
ん
(
塩
田
新
町
、
六
十
五
歳
)

マ
竹
内
芳
保
さ
ん
(
黒
坪
、
七
十
一

歳
)
マ
田
玉
晴
毒
さ
ん
(
御
所
、
六

十
六
歳
)
マ

都
築
正
明
さ
ん

(
下
之

郷
、
六
十
二
歳
)
マ
中
津
寄
男
さ
ん

(
田
町
、
六
十
九
歳
)
マ
中
曽
根
庄

作
さ
ん
(
北
常
国
、
七
十
一
歳
)
マ

中
牧
守
雄
さ
ん
(
丸
堀
町
、
六
十
九

歳
)
マ
中
村
実
さ
ん
(
黒
坪
、
六

十
二
歳
)
マ
西
津
満
さ
ん
(
中
之

条
、
六
十
五
歳
)
マ
橋
詰
伸
二
さ
ん

(
上
常
国
、
六
十
五
歳

)
マ
平
田
俊

雄
さ
ん
(
三
好
町
、
六
十
二
歳
)
マ

高
下
二
一
さ
ん
(
下
塩
尻
、
七
十
三

歳
)
マ
室
賀
久
嫡
き
ん
(
小
泉
、
六

十
一
歳
)
マ
柳
津
富
男
さ
ん
(
中
村
、

六
十
二
歳
)
マ
山
浦
賓
さ
ん
(
上

田
原
、
六
十
三
歳
)
マ

山
崎
宗
太
郎

さ
ん
(
山
口
、
六
十
三
歳
)
マ
横
関

豊
印
刷
さ
ん
(
秋
和
、
六
十
六
歳
)
マ

若
林
洋
司
き
ん
(
平
井
寺
、
六
十
五

歳
)

[6] 

パ
ス
・
電
車

ふ
れ
あ
い
デ

l
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サラリーマンの奥さん

こんなときには届け出を

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
で
、
ご
主
人
の
健
康
保
険

の

被
扶
養
者
と
な

っ
た
と
き
に
は
、

国
民
年
金
の
「
第
三
号

被
保
険
者
」

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
本
人
が
負
担
し
な
く
て
も
、
ご
主
人
の
属

す
る
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
が、

本
人
の
届
け
出
に
よ
り
、

負
担
さ
れ
る
し
く

み
に
な

っ
て

い
ま
す
。

で
す
か
ら
第
三
号
被
保
険
者
に
な

っ
た
・と
き
や
、
第
三

号
被
保
険
者
で
な
く
な

っ
た
と
き
に
は
、
必
ず
国
民
年
金

の
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

(内
線

1
3
6
5
)

こんなときには届け出が必要

⑥ ご主人が65歳になったときまたは

定年等により会社を退職したとき
. EOかん
・年金手帳

. EOかん
・健康保険証

①サラリーマンのご主人に扶養され

ている奥さん (専業主婦)が20歳
になったとき

. EOかん
・年金手帳

. EOかん
・本人・配偶者
の年金手帳

-公的年金加入
月日のメモ

-健康保険証
・婚姻および扶
養になっだ年
同日のメモ

②サラリーマンと結婚して、ご主人

に扶養されるようになったとき

⑧ ご自身が会社や工場などで働くよ

うにな ったとき
. EOかん
・年金手帳

. EOかん
・本人 ・配偶者
の年金手帳

-健康保険証
・変霊年月白の
メモ

③会社・工場や役所などを退職して、

ご主人に扶養されるようになった

とき
⑨任意加入対象者 となったと き

④ ご自身の収入が減って、ご主人に

扶養されるようにな ったとき
- ・・・・‘ ~〆吋 ー--/、 〆唱・・ .A..E _'.戸 ・置_. __ ，，_.....，.L_f-..._ 
~ . ..， 、 、ε~・......_..1 ¥'_'，-，¥/ 

帳
ん
手

か
金

印
年

※この届出事由①~③に該当した場合は、 「国民年金被保険者資格

取得・種別変更 ・種別確認(第 3号被保険者該当)届書」を国保

年金課の国民年金の窓口に提出します。

. EOかん
・年金手帳
-本人・配偶者
の年金手帳
健康保険証ま
疋は共済組合
員証

⑤ ご主人の加入する年金制度が変わ っ

たとき (厚生年金保険日共済組合)

市議。匿事

訪
問
販
売
法
が
改
正

適
用
範
囲
拡
大
で

ト
ラ
ブ
ル
防
止

多
発
す
る
訪
問
販
売
や
通
信
販
売

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
、

訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
が
一
部

改
正
さ
れ
、
十
一
月
十
六
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
訪
問
販
売
法
が
、
商
品

の
販
売

だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ

ス
業
に
も
適
用

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
路
上
で
呼
び
止

め
て
営
業
所
で
契
約
す
る
キ

ャ
ッ

チ

セ
ー
ル
ス
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
ク
l
リ
ン
グ

・
オ

フ
期
間
が
七

日
間
か
ら
八
日
間
に
な
り
、
こ

の
期

間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
解
約
で
き
ま

す
。
ま
た
、
代
金
が
一
定
額
以
上
の

場
合
、
現
金
で
一

括
支
払
い
し
た
後

で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ

フ
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
購
入
す
る
意
思
が
な

い
の

に
書

籍
や
雑
誌
な
ど
商
品
が

一
方
的
に
送

ら
れ
て
来
た
場
合
、
消
費
者
の
商
品

保
管
期
間
が
三
か
月
か
ら
十
四
日

(引

き
取
り
を
請
求
し
た
場
合
は
七
日

)

に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
期
聞
か

過
ぎ
る
と
商
品
を
処
分
で
き
ま
す
。

マ
問

い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

(内

線

1
3
9
0
)

{ア】 7 広報うえだ 63.12.



防毒をもあなたの水道に

水
道
管
が
凍
結
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

気
温
が

マ
イ
ナ

ス
四
℃
以
下
に
な
る
と
、
水

道
の
凍
結
が
お
こ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
凍

結
防
止
を
し
て
、
冬
の
寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

①
北
側
に
あ
る
も
の

②
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

③
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
も
の

④
屋
外
に
あ
る
も
の

電熱帯のコンセント

を忘れずに

不凍栓は毎日忘れず

完全に閉めましょう
メーターボックス内も

保温を 電熱帯が暖か くなる

か事前に確認 してお き

ましょ う。

ほろ 布、 発ぽうス チロールな

ど入れた ビニー ル袋 3-4個 を

メー ターを囲むように入れて 、

イ呆j且し てく だ さい。

立上がり管に保温材を

立上がり 管や蛇口 の部分 に

保温材や凍結防止帯 を巻 きつ

けて水道管 を外気か ら守 って

くだ さし、。

[8] 

。
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身縫極的雨量I健康メモど企
まず、蛇口、立上がり、メー ターの

順にタオルか布をかけ、その上からお

湯をかけて解かしてください。冬の寒さ対策「暖房」

例
年
に
な
く
寒
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
、
冬
の
寒
さ
対
策
と
し

て
必
要
な
「
暖
房
」
に
つ
い
て
、
お

話
し
し
ま
す
。

一
般
に
、
私
た
ち
が
過
ご
し
ゃ
す

い
気
温
は
、
一
八
℃
前
後
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
寒
す
ぎ
る
と
体

温
を
逃
さ
な
い
よ
う
血
管
が
縮
む
た

め、

血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。
衣
服

を
着
た
り
脱
い
だ
り
し
て
調
節
で
き

る
気
温
は
、
一

0
1
二
O
℃
で
す
の

で、

室
温
が
一

O
℃
以
下
に
な

っ
た

ら
暖
房
が
必
要
で
す
。

①
室
温
を
計
り
ま
し
ょ
う

盤躍購櫨鶴盤面議静
立上がり下の不凍栓か メー ターボ ッ

クス内の止水栓で止めて くださし、。止

まらないときは、破裂か所に布かテー

プを巻き応急処置をして、水道局か指

定工事庖へ修理の依頼をして くださし、。

家
族
が
集
ま
る
部
屋
に
は
寒
暖
計

を
備
え
、
室
温
を
時
々
注
意
し
て
見

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
(
寒
暖
計
は

床
か
ら
一

μ
ほ
ど
上
の
と
こ
ろ
に
)。

こ
た
つ
が
あ
れ
ば
、
ス
ト
ー
ブ
は
不

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
た
つ
は
手

足
を
暖
め
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
一

番
暖
め
た
い
背
中
、
腰
、
お
尻
を
暖

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
部
屋
全

体
を
暖
め
て
、
薄
着
で
も
過
ご
せ
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

②
湿
度
に
も
気
を
つ
け
て

湿
度
は
、
四

0
1
六
O
%
が
快
適

と
言
わ
れ
て
お
り
、
室
内
が
乾
燥
す

る
と
鼻
、
の
ど
、
気
管
の
粘
膜
が
乾

燥
し
て
、
風
邪
な
ど
の
病
気
に
か
か

り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
を

使
用
す
る
と
、
室
内
が
乾
燥
し
が
ち

に
な
り
ま
す
の
で
、
や
か
ん
や
加
湿

器
を
用
い
て
湿
度
を
補
い
ま
し
ょ
う
。

③
カ
ー
テ
ン
、
布
団
類
で
保
温

暖
房
の
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
、

熱
を
外
へ
逃
が
さ
な
い
工
夫
も
必
要

で
す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
よ
る
熱
が

外
へ
逃
げ
な
い
よ
う
、
カ
ー
テ
ン
を

二
重
に
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
テ
ン
は

少
し
長
め
に
し
て
、
床
に
つ
い
て
折

り
返
す
分
が
あ
る
く
ら
い
の
方
が
、

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
た
つ

も
敷
き
布
団
、
掛
け
布
団
を
大
き
め

の
も
の
に
す
る
と
、
暖
か
き
が
違
っ

お願い 宅地内の修理費は、個人負

担になります。メ ー ター破損も個人負

担になりますので、ご注意く ださし、。

水道のお問い合わせは・..

上田市水道局窓⑫4100(代)

て
よ
り
効
果
的
で
す
c

④
戸
や
窓
を
開
け
て
換
気
を

最
近
、
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
を
使
う

お
宅
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
「換
気
不

要
」
の
表
示
が
つ
い
た
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
ど
ん
な
型
の
ス
ト
ー
ブ
で

も
排
気
ガ
ス
を
直
接
外
へ
出
す
も
の

で
な
け
れ
ば
、
部
屋
の
中
に
排
気
力

ス
が
た
ま
り
ま
す
。
閉
め
き
っ
た
部

屋
で
は
室
内
の
酸
素
が
減
り
、
不
完

全
燃
焼
し
ま
す
の
で
、
一
酸
化
炭
素

中
毒
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ

を
つ
け
て
い
る
時
は
、
必
ず
部
屋
の

換
気
口
を
開
け
て
お
く
か
、
一
時
間

に
五
j

十
分
間
ぐ
ら
い
は
換
気
を
し

キ
?
し
ょ
、
っ
。

7 広報うえだ 63.12.[9] 



住みよい衛ヲ〈

わ
だ
し
芝
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
¥

大
き
な
影
響
力
を
も
っ
「
道
路
、
そ

の
果
だ
す
役
割
は
、
き
わ
め
て
重
要

で
す
。

道
路
ガ
狭
い
と
こ
ろ
に
建
築
物
ガ

建
ち
並
ん
だ
り
す
る
と
、
通
常
の
通

行
に
不
便
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く、

災
害
な
ど
の
非
常
時
に
は
¥
避
難
や

消
防
活
動
に
大
き
な
支
障
を
き
だ
し

ま
す
。

そ
こ
で
建
築
基
準
法
で
は
、
建
築

物
の
敷
地
は
四
げ
以
上
の
道
路
に
、

二
げ
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
¥法

律
ガ
施
行
さ
れ
る
以
前
か
ら
既
薄
の

建
物
ガ
建
ち
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
道
路
の
幅
員
ガ
一

・
八
町
以
上

あ
る
場
合
に
限
っ
て
、

そ
の
道
路
の

中
山
か
ら
二
げ
後
退
す
れ
ば
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
救
済
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
的
に
寸
ニ

項
道
路
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
二
項
道
路
に
お
け
る
き
ま
り
を

守
り
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
後
退
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

前
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
幅
員

-
八
訂
以
上
回
灯
未
満
の
道
路
に
接

道
し
て
建
築
物
を
建
て
る
場
合
は
、

そ
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
二

μ
以
上

後
退
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
二

灯
の

線
ま
で
は
、
た
と
え
そ
れ
が
個
人
の

敷
地
で
あ

っ
て
も
「
道
路
」
と
み
な

さ
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
中

へ
は
家
(軒

先
も
)
は
も
ち
ろ
ん
門
、
塀
、
土
留

な
ど
い
っ
さ
い
の
構
築
物
を
造
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い

ま

す
(
図

1
)。

こ
れ
を
道
路
後
退
と
い

っ
て
、
そ

の
両
側
の
人
た
ち
が
、
新
築
、
増
・

改
築
な
ど
を
行
う
際
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
道
路
の
中
心
線
か
ら
二
灯
ず
つ
後

退
を
し
て
、
将
来
に
お
い
て
は
、
そ

の
道
路
が
四
川
以
上
に
広
が
る
よ
う

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
片
側
が
、
が
け
地
、
川
、
線

路
敷
地
な
ど
に
沿
っ
て
い
る
道
路
の

場
合
に
は
、
一
方
的
に
四
灯
後
退
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
(
図
2
)。

公
共
の
福
祉
の
た
め
に

制
限
さ
れ
ま
す

「
自
分
の
土
地
な
の
に
な
ぜ
」
と

疑
問
を
持
た
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

「
財
産
権
の
内
容
は
、
公
共
の
福
祉

に
適
合
す
る
よ
う
に
法
律
で
こ
れ
を

定
め
る
」
と
憲
法
に
う
た
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
「
建
築
基
準

法
」
も
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
私

権
と
い
っ
て
も
強
く
制
限
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
公
共
の
福
祉

の
た
め
に
は
、
が
ま
ん
を
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

登
記
を
し
ま
す
。
今
ま
で
寄
附
さ
れ

る
意
志
が
あ
り
な
が
ら
、
登
記
が
め

ん
ど
う
で
あ
っ
た
り
、
費
用
が
か
か

り
す
ぎ
る
な
ど
の
理
由
で
放
置
さ
れ

て
い
た
か
た
も
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
こ
の
寄
附
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
管
理
課
(
内
線
1
5
0
7
)

ま
で
ど
う
ぞ
。

-
問
い
合
わ
せ

線

1
5
4

6
、
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後
退
用
地
の

寄
附
を
受
け
ま
す

市
で
は
、
こ
の
後
退
部
分
の
用
地

を
市
へ
寄
附
さ
れ
る
場
合
に
は
、
市

の
負
担
で
分
筆
登
記
や
所
有
権
移
転

建
築
指
導
課

(内

1
5
4
7
)
 

道路の反対側に川やガケなどがある場合には

その境界線から 4.0m後退 してくださ L、。

物

キ如

必i

」也

道路幅員が 1.8m以上4.0m未満 の

場合には、道路の中心線から 2.0m 

後退してください。

物

物l

主1¥

ぃIL
l

-1
1
1
1
1
1
1

(道
路
中
心
線
)

卸
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年
末
調
整

自
主
防
災
用
資
機
材

五
加
婦
人
消
防
隊
に

整
備
さ
れ
る

こ
の
ほ
ど
、
五
加
婦
人
消
防
隊
に

電
池
メ
ガ
ホ
ン
、
消
火
栓
用
ホ
ー
ス
、

シ
ャ
ベ
ル
な
ど
十
三
種
類
の
自
主
防

年
末
調
整
と
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
の
中
途
で
扶
養
親
族

の
人
数
が
変
わ
っ
た
り
、
生
命
保
険

料
控
除
や
配
偶
者
特
別
控
除

(十
月

一
日
付
け
広
報
参
照
)
な
ど
は
、
年

末
に
ま
と
め
て
計
算
さ
れ
る
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
年
間
合
計
額
と
一
年
間

の
給
与
の
総
額
に
対
す
る
年
税
額
は

必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
最
後
の
給
料
や
ボ
l
ナ

災
用
資
機
材
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

(
H
H
写
真
)
こ
れ
は
、
自
主
防
災
組

織
育
成
助
成
事
業
(
自
治
宝
く
じ
助

成
金
)
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
後
は
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

整
備
さ
れ
た
資
機
材
を
十
分
活
用
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

た
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ス
が
支
払
わ
れ
る
際
に
こ

の
過
不
足

を
精
算
す
る
こ
と
を
年
末
調
整
と
言

い
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
は
確

定
申
告
を
し
な
く
て
も
所
得
税
の
納

税
が
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
票

源
泉
徴
収
票
は
次
の
よ
う
な
し
く

み
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の

源
泉
徴
収
票
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

、「ノ。

-
問
い
合
わ
せ

1
2
8
1
)
 

市
民
税
課
(
内
線

4w 

ふ
仏
勾

. 、、、

給与支 払 金 額 一 給 与 所 得 控 除諜= 給 与 所 得
(4，000，000円) (1，295，000円) (2，705，000円)

給 与所得一所得控除額百=課税所得金額
(2，705，000円) (1，765，000円) (940，000円)

課税所得金額×税率滋=所得税
(940，000円) (10%) (94，000円)

③※給与所得控除とはサラリ ーマンの必要経費のことで年収額に応

じて定められています。

※所得控除額とは扶養や社会保険料などの控除を言います。

※税率は課税所得金額に応じて定められています。

市税等滞納整理

特別対策実施

市職員による訪問徴収を実施

12月15日制---24日(土)

-収税課(内線 1301ー 1303)

7 広報うえだ、 63.12.--zaa 
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パパ、かわいく写してネ
日曜日の11月13日、市内の神社は七五三に訪

れた家族連れでにぎわいました。この日ばかり

は、振り袖やはかま姿の子どもたちが主役。お

はらいを受けたり、千歳飴を手に記念撮影をし

て、立派に成長したことを祝っていました。(写

真=大星神社で)

v真剣に品定めー~、
'ー 輸入日フェア

輸入品フェア「インポート ・バザーノレ」が11

月13日、上田商工会議所駐車場で聞かれま した。

これは、上回商業21世紀会が主催したもので、

輸入品の洋酒や牛肉などが市価より安いとあっ

て、大勢の買い物客が訪れました。

...... 

小
菅
訓
導
碑
修
復
さ
れ
る

千曲川のほとりにそびえる小菅訓導碑の修

復事業が、このほど終わりました。市と上小

教育会などは 11月19日、諏訪形の現地で完成

祝いを行い、この殉職記念碑周囲の清掃を続

けている 地元の老人クラブ「諏訪形千曲クラ

ブ」に感謝状を贈りました(=写真)。

一三一三

一一一

マ
期
間

A
コ
l
ス
H
H
来
年
一
月

一
十
八
日
か
ら
三
月
十
五
日
の
第
一

官
三
水
曜
日

(午
前
十
時
1
午
後
一
時
)、

Z

一
B
コ
l
ス

1
来
年
一
月
十
九
日
か
ら

一
三
月
十
六
日
の
第
了
三
木
曜
日
(
午

一一

前
十
時

i
午
後
一
時
)
マ
と
ニ
ろ

一E

中
部
電
力
側
上
国
営
業
所
(
婦
人
教

一三
室
)
マ
会
費
一
回
四
百
円
程
度
(材

一三

一
三
料
代
)
マ
定
員
各
コ

l

ス
と
も
二

三
十
四
名
・
申
し
込
み
同
営
業
所

一一
地
域
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
宮
⑫
1

2

Z

一
4
0

一

上

田

ガ
ス

一E

料
理
教
室
の

一三一E

受
講
者
募
集

一Z一一
一
マ
期
間

A
組

1
一
月
二
十
三
日

一一一
か
ら
四
月
十
日
の
毎
月
曜
日
(
午
前

一一一
十
時
j

正
午
)
、

B
組

1
一
月
十
七
日

E
 三一

か
ら
四
月
四
日
の
毎
火
曜
日
(
午
前

官一
十
時

i
正
午
)
、

C
組

l
一
月
十
八
日

一三

か
ら
四
月
五
日
の
毎
水
曜
日
(
午
後

一三一
一
六
時
j
八
時
)
マ
と
こ
ろ
上
回
ガ

畳一
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
原
町
)
マ

ョ

定

員

各

組

と

も

二

十

四

名

マ

受

一E一三

講

料

九

千

円

(
十
二
回
分
、
材
料

三
費
を
含
む
)
・
申
し
込
み
上
回
ガ

一一
一E

ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
包
⑫
6
8
7

E

一
3

【12l

中
電
料
理
教
室
の

受
講
者
募
集

7 広報うえだ 63.12.
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義
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く71'V
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さ|意

義
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~IO 

築
総

提供者 警
本間武次さん さ~

( 67歳・愛宕町 ) ~。o
Y!¥? 一 三星電呈三孟 三主弓 三 宅 呈 宅 主 ミ 呈 弓 呈 月 三 孟 . -晶 言三

gl~ 7 上 月マ で状 募る郵
森 7 田十期 のの マ集ア便上
顎き 郵日間一区仕しル物田

315 便ご 般分事てパ処郵
ホ 局 ろ 十 郵 、 内 い イ 理 便
畿 庶ま二便配容まトの局
盗 務で 月物 達 す (応 で
総 会中、準①。非援は

森 計・旬年備屋 常 を
313 課聞か 賀な 内 勤し年
布 告いら状どで 職て末
さ~ ⑫合来の②の 員く与
鎗 0 わ年配屋年 、女口

当主 0 せ ー達 外賀 をさの

常国池での

スケートボート遊び

<9> 

放置自転車・・・市は11月 9日、 J R上田駅

周辺に放置さ れている自転車 とバイクあわ

せて110台を撤去 しました(ニ写真上)。撤去

作業には、上田駅や駅前商庖会の皆さんな

ど約40人が参加して警告札をつけたままの

自転車を片づ けました。

" .JJa~ 
tサぷお布保--

違反の屋外広告物・・・市は 11月 9日、上田

建設事務所、中部電力などと初の合同屋外

広告物ノマトロールを実施。約20人が参加し

て、市街地や国道143号などで市や県の条例

に違反して電柱、街路樹に設置 した立て看

板などを撤去しました(=写真下)。

法 制 JG/
句デ JIII'" ~~ C，欧

酷~ìiIfII 戸、

ムホ
l
卜
遊
び
を
す
る
学
生
の
姿
も

‘
周
囲
に
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
現
在
の

常
国
池

t， ik1i.1 

産
業
道
路
の
開
通
で

周
辺
は
住
宅
地
に

昔
の
常
国
池
は
、
周
辺
が
田
ん
ぼ

で
自
然
が
豊
富
に
あ
り
ま
し
た
。
自

宅
か
ら
近
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
子

ど
も
の
こ
ろ
は
常
国
池
一
帯
で
ド
ジ

ョ
ウ
を
と
っ
た
り
、
泥
だ
〉
わ
け
に
な

っ
て
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

特
に
、
ス
ケ
ー
ト
は
一
番
思
い
出

に
残

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
薄
暗
い
早

上
田
郵
便
局

ア
ル
ハ
イ
ト
を
募
集

朝
、
げ
た
ス
ケ
ー
ト
を
か
つ
い
で
田

ん
ぼ
の
中
を

一
直
線
に
池
ま
で
歩
き

ま
し
た
。
当
時
は
、
小
学
生
や
中
学
生

な
ど
が
大
勢
集
ま
っ
て
き
て
、

み
ん

な
寒
い
の
も
忘
れ
て
滑
り
ま
し
た
。

上
の
写
真
は
、
愛
着
の
あ
る
常
田

池
を
昭
和
四
十
年
六
月
に
撮
影
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
ボ

ー
ト
が
あ

っ
て
、
若
者
や
家
族
連
れ

な
ど
で
け
つ
こ
う
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
三
年
前
の
昭
和
三
十
七

年
に
産
業
道
路
が
開
通
。
そ
の
後
、
こ

の
道
路
を
中
心
に
発
展
し
た
た
め
、

常
国
池
周
辺
は
ほ
と
ん
ど
住
宅
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
、
昔
の
面
影
が
あ
り

ま
せ
ん
。

7 広報うえだ 63.12.[13] 



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

市
民
の
森

ス
ケ
ー
ト
場
行
き

パ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す

市
民
の
森

ス
ケ
ー
ト
場
は
、
十
二

月
四
日
目
か
ら
来
年
二
月
二
十
六
日

制
ま
で
開
設
さ
れ
ま
す
(
時
間
、
料

金
な
ど
詳
し
く
は
、
「
社
会
教
育
う
え

だ
」
十
一
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)。

こ
の
期
間
中
、
ス
ケ
ー
ト
場
行
き

パ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

マ
交
通
機
関
上
国
交
通
パ
ス

マ
運
行
日
十
二
月
四
日
川
か
ら
来

ド
年
二
月
二
十
六
日
制
の
毎
日
曜
日
と

祝
日
。
た
だ
し
、
一
月
一
日
か
ら
八

日
、
一
月
二
十
九
日
か
ら
二
月
五
日

ま
で
は
毎
日
運
行
し
ま
す
。
マ
料
金

大
人
五
百
六
十
円
、
子
ど
も
二
百
八

十
円
マ
そ
の
他
パ
ス
は
、
原
町
、

新
田
、
上
川
原
柳
、
県
営
球
場
前
、

豊
殿
支
所
前
を
経
由
し
ま
す
。

にぎわう市民の森スケート場

上田駅発 |市民の森着|

9 : 00 -一→ 9: 35 

12 : 45一一→ 13 : 20 

市民の森発|上田駅着

13 : 30一一→ 14 : 05 

16: 0 0 -→ 16 : 35 

市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
で

ク
リ
ス
マ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
で
は
、
ナ

イ
タ
ー
ス
ケ
ー
ト
で
楽
し
む
「
ク
リ

ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。

マ
と
き
十
二
月
十
七
日

ω午
後

六

時

か

ら

九

時

マ

と

こ

ろ

市

民

の
森
ス
ケ
ー
ト
場

マ

入

場

料

大

人
七
百
円
、
中
学
生
以
下
三
百
円

マ

内

容

生

バ
ン
ド
演
奏
、
大
声

コ

ン
テ
ス
ト
、
氷
上
借
り
物
・
障
害
物

競
争
、
か
る
た
取
り
競
争
な
ど
マ

申
し
込
み
当
日
、
会
場
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
マ

そ

の

他

食

堂
は
営
業
し
て
い
ま
す
。

日目
の 7

上突?
田愛 日
展、凶

人
を 権
開」
催

市
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
四
十
周

年
記
念
「
い
の
ち
、
愛
、
人
権
」
上

回
展
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
人
権
音

い
た
だ
き
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
願
っ

て
開
く
も
の
で
す
。

マ
と
き
十
二
月
七
日
制
か
ら
十

一
日
制
午
前
九
時
三
十
分
j

午
後
六

時

三

十

分

マ

と

こ

ろ

上

田

市

文

化

セ

ン

タ

ー

マ

展

示

内

容

部

落

の
歴
史
と
解
放
運
動
、
最
近
の
差
別

事
象
、
一
茶
の
俳
句
、
戦
争
と
人
権
、

ア
バ
ル
ト
へ
イ
ト
な

ど

マ

映

画

劇

場

①
長
編
映
画

l
十
二
月
十
一
日

日
午
後
一
時
か
ら
五
時
「
遠
い
夜
明

け
」
な
ど
②
短
編
映
画
・
ビ
デ
オ
ー

期
間
中
、
毎
日
上
映
し
て
い
ま
す
。

マ
講
演
会

①
十
二
月
八
日
州
午
前

いい
シ
ル
バ
ー
一

九
時
三
十
分
i
十
一
時
「
文
学
か
ら
川

J

見
た
部
落
問
題
」

長
野
大
学
講
師

・

川

心

配

・

悩

み

ご

と

は

東
栄
蔵
さ
ん
②
十
二
月
十
日

出

午

~

高

齢

者

相

談

セ

ン

タ

ー

後
七
時
j

八
時
三
十
分
「
こ
れ
か
ら
叫

の
時
代
と
人
権
」
長
野
総
合
情
報
研
い

長
野
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

究

所

長

・

安

田

浄

さ

ん

川

|

(長
野
市
若
里
一
五
七

0
1
二

園

第

3
回

一

川

で
は
お
年
寄
り
ゃ
そ
の
家
族
の
か

圃

痴

ほ

う

性

老

人

を

一~

た
が
た
の
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の

圏

、

:

か

か

え

る

家

族

の

会

一一

相
談
に
応
一
一
ま
す
。

固
ー
ト
い
い
い
十
い
ト
ハ
い
い
い
い
い
じ
い
〈
相
談
電
話
〉

マ

と

き

十

二
月
十
九
日
開
午
後

川

県

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

マ
引

8
0
2
6
2
⑧
0
1
1
0

と
こ
ろ
市
保
健
セ
ン
タ
ー

(
市
役

山
〈
相
談
日
と
内
容
〉

所
南
庁
舎
二
階
)
マ
対
象
痴
ほ
叫
①
一
般
相
談
(
悩
み
ご
と
や
家
庭
、

う
性
老
人
を
か
か
え
る
家
族
マ
内
い
福
祉
、
経
済
の
問
題
な
ど

)
l
火

容

調

理

実
習
(
な
つ
か
し
い
お
や
川
曜
日
か
ら
日
曜
日
・
午
前
九
時
1

つ
作
り
)
、
映
画
「
ぼ
け
る
痴
ほ
う
い
午
後
五
時

老
人
と
家
族
た
ち
」
、
話
し
合
い
マ
川
②
専
門
相
談

l
法
律
(
金
曜
日
・
午

持

ち

物

エ

プ

ロ

ン

マ

申

し

込

み

叫

後

一

時

j

三
時
)
、
税
金
(
火
曜
日
・

十
二
月
十
六
日
悩
ま
で
に
保
健
予
防
川
同
)
、
年
金
(
水
曜
日
・
同
)
、
介
護

課
(
内
線
1
3
7
6
)

へ
。
当
日
川
(
木
曜
日
・
同
)
、
栄
養
(
木
曜
日
・

介
護
す
る
人
が
い
な
い
場
合
、
こ
ち
い
同
)
、
医
療
(
水
曜
日
・
午
後
一
時

ら
か
ら
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伺
い
川
三
十
分
j

三
時
三
十
分
)

ま
す
の
で
、
そ
の
旨
ご
連
絡
く
だ
さ
中
〈
休
館
日
〉

川

月

曜

日

、
祝
日
の
翌
日

川
第
川
回

川
長
野
大
学
公
開
講
座
を

川

開

催

し

ま

す

川

マ

と

き

ぃ
時
三
十
分

一O
番

[14] 7 広報うえだ 63.12.

十
二
月
十
目
的
午
後
一

マ
と
こ
ろ

長
野
大
学



健
康
診
査
・
子
宮
が
ん
検
診

年
一
回
は
受
診
を

-
一
般
健
康
診
査

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど

の
成
人
病
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

マ

対

象

者

四

十
歳
以
上
の
人

マ
受
診
場
所
市
内
の
全
病
院
(
医

院

)
1
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
診
療
時
間
内
に
受
診
し

て

く

だ

さ

い

マ

受

診

方

法

次

の

二
つ
の
方
法
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
①
一
般
診
査
を

受
け
(
検
査
費
用
無
料
)
、
医
師
が
必

要
と
認
め
た
場
合
に
精
密
診
査
を
受

診
(
費
用
千
円
)
②
一
般
診
査
と
精
密

診
査
を
同
時
に
受
診
(
費
用
千
円
)

-
子
宮
が
ん
検
診

三
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
症
状
が
な

く
て
も
年
一
回
、
子
宮
が
ん
検
診
を

市
内
の
産
婦
人
科
医
で
受
け
ま
し
ょ

、つ
ノ。

マ
対
象
者

三
十
歳
以
上

の
女
性

(
市
民
に
限
る

)

マ
個
人
負
担

子
宮
頚
が
ん
の
み
千
円
、
子
宮
頚
が

ん
と
子
宮
体
が
ん
で
千
七
百
円
。
な

お
、
次
め
か
た
は
無
料
①
七
十
歳

以
上
の
人
②
生
活
保
護
、
市
民
税
非

〉

課
税
世
帯
の
人
(
②
の
人
に
は
無
料

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。
事
前
に
保

健
予
防
課
へ
ご
連
絡
を
)

-
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
4
)

工
業
統
計
調
査
に

ご

協

力

を

今
年
も
十
二
月
三
十
一

日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
製
造
業
を

対
象
に
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
製

造
品
出
荷
額
な
ど
を
調
査
し
て
、
わ

が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。
調
査
結
果
は
、
各
種

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
た
り
、

民
間
に
お
け
る
経
営
計
画
の
資
料
な

ど
に
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

十
二
月
下
旬
に
長
野
県
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
事
業
所
に
お

伺
い
し
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
企
画
課
(
内
線

1

2
2
5
)
 

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集

マ
募
集
団
地
市
営
住
宅
全
般

マ
家
賃
三
千
円
か
ら
三
万
一
千
五

百

円

マ

入

居

資

格

市

内

に

居

住

ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人
で
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

人
。
①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
(
婚
約
者
を
含

む
)
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
単
身

入
居
は
六
十
歳
(
女
性
は
五
十
歳
)

以
上
な
ど
特
定
の
人
。
②
現
に
住
宅

に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。

③
収
入
が
公
営
住
宅
入
居
基
準
(
第

一
種
住
宅
は
十
六
万
二
千
円
以
下
、

第
二
種
住
宅
は
十
万
円
以
下
)
に
該

当

す

る

人

マ

申

込

期

間

十

二

月

八
日
肘
か
ら
同
二
十
三
日
幽

マ
申

込

先

管

理

課

(内
線

1
5
0
5
)

マ
そ
の
他
前
回
、
申
し
込
ま
れ
入

居
で
き
な
か
っ
た
か
た
も
改
め
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

上
回
創
造
館

親
子
映
画
会
を
開
催

マ

と

き

十

二
月
十
七

日
出
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
。
十
八
日
制
午
前

十
時
、
午
後
一
時
、
同
三
時
か
ら
の

三
回

マ
と
こ
ろ
上
田
創
造
館
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テレビ版市民ガイド

“サンデーうえだ"

人権について

考えてみましょう

市政に関する情報をお届けし

ています。上田ケーブルビジョ

ン (UCV、1チャンネル)で放

映しています。

有線テレビで日曜日に人権週間・ 12月4""'"'10日

7 広報うえだ 63.12.
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盲
導
犬
をお

貸
し
し
ま
す

市
で
は
、
視
覚
障
害
者
の
生
活
圏

を
拡
大
し
、
自
立
更
正
と
社
会
復
帰

を
促
進
す
る
た
め
、
盲
導
犬
貸
与
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
分
と
し
て
五
月
十
六
日
付

け
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

希
望
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

再
度
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

マ
貸
与
条
件
①
視
覚
障
害
者
一

級
で
十
八
歳
以
上
の
在
宅
者
②
現
に

職
に
就
い
て
い
る
か
、
近
く
職
に
就

く
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
人
で
、
盲

(
十
月
届
け
出
-分
)

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

増

田

貞

三

さ

ん

染

屋

八

六

田

中

や

い

さ

ん

矢

沢

九

一

荒

井

ゆ

き

さ

ん

下

紺

屋

町

八

六

竹

花

留

次

郎

さ

ん

中

組

九

二

宮

下

照

子

さ

ん

上

堀

五

九

神
田
金
吾
さ
ん
上
鍛
冶
町
四
二

上

原

善

二

郎

さ

ん

緑

が

丘

八

八

桜

井

ゆ

き

子

さ

ん

材

木

町

八

O

市
川
市

郎

さ

ん

材

木

町

七

二

甲

田

光

夫

さ

ん

西

脇

七

二

導
犬
を
有
効
に
利
用
で
き
る
人
③
盲

導
犬
訓
練
所
(
和
歌
山
県
)
で
約
一

か
月
聞
の
合
宿
訓
練
を
受
け
ら
れ
る

人
④
本
人
が
飼
育
可
能
で
あ
る
こ
と

(
え
さ
代
な
ど
で
月
約
一
万
円
の
負

担
に
な
り
ま
す
)
マ
貸
与
頭
数
一

頭
マ
申
込
先
来
年
一
月
十
四
日

出
ま
で
に
上
田
点
字
図
書
館
(
材
木

町

一

二

五

岱

⑫

1
9
7
5
)

へ

峰
の
原
高
原

ご
参
加
く
だ
さ
い

「
青
年
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
」

長
野
県
須
坂
青
年
の
家
で
は
、
「
青

年
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
」
を
聞
き
ま
す
。

技
術
の
向
上
を
め
ざ
す
人
は
も
ち
ろ

田

中

桂

助

さ

ん

中

之

条

七

八

宮
崎
け
い
さ
ん
北
天
神
町
六
六

橋
爪
龍
之
進
さ
ん
海
野
町
八
八

田

中

卓

示

き

ん

岩

下

七

九

熊
沢
日
出
男
さ
ん
上
鍛
冶
町
八
六

山

口

き

だ

さ

ん

生

塚

九

一

宮

田

よ

り

き

ん

鷹

匠

町

七

九

星

谷

せ

い

さ

ん

大

手

町

七

八

水

沢

道

男

さ

ん

新

田

八

七

林

喜

美

子

さ

ん

鍛

冶

町

八

九

回

中

輝

雄

さ

ん

国

分

七

五

坂

口

秀

伯

さ

ん

学

海

北

三

九

岩

井

忠

二

き

ん

大

屋

五

八

三
沢
秀
英
さ
ん
下
紺
屋
町
八
四

宮

本

享

き

ん

材

木

町

七

九

ん
、
初
め
て
の
人
で
も
安
心
し
て
参

加
で
き
ま
す
。

マ
と
き
来
年
一
月
十
四
日
出
か

ら

十

六

日

向

マ

と

こ

ろ

長

野

県

須
坂
青
年
の
家
(
峰
の
原
高
原
ス
キ

ー
場
)
マ
内
容
ス
キ

l
講
習
、
交

流
交
歓
会
な
ど

V
対

象

者

十

六

歳
以
上
の
勤
労
・
在
学
青
年
マ
参

加

費

八

千

三

百

円

マ

申

込

期

限

一
月
五
日
肘
マ
申
込
方
法
長
野

県
須
坂
青
年
の
家
(
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